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きっかけは、地域の自治会長さん
の相談からでした。 
 

市民のごみの分別がきちんとされ
ておらず、大変困っていらっしゃい
ました。 



ごみを出さないようにすることが最も大切ですが、まだまだ使えるもの、

修理すれば利用できるもの、きちんと仕分けたら再利用できるごみとして捨て

ることができることなどをもっと市民が理解し、「楽しみながら」捨てる、再

利用することができたらいいのでは、と考えました。また、現在少子高齢化問
題は宇部市でも取り上げられていることを授業でも習いました。私自身も地域の高

齢者の方と触れ合う機会は少ないです。しかし、高齢者の方々はたくさんの経験や
技術、知恵をお持ちです。また健康のことも考えていくのが私たち若い世代の課題と

考えています。そこで、高齢者の方々の憩いの場、活動の場づくり、若い世
代との交流、コミュニケーションの場づくりも、この「ごみ」をどう扱って
いくか問題と結びつけて考えると、面白いことになるのではないでしょうか。 



宇部市のごみの現状 

(宇部市HPより抜粋） 

HPはまとめてあるが、 
膨大の情報量・・・・・ 



宇部市のごみの現状 

平成28年度の可燃ごみの組成で
す。 

宇部市のオープンデータからもわ

かるように、まだ使えるかも
しれないごみがたくさんあるこ
とがわかります。 

また、同年度のリサイクル率
は約30％と低く、これは、市民

の意識の低さと比例している
のではないでしょうか。 



地域の課題 

①高齢化問題 ②空き家問題 

（宇部市HP空き家
の写真より） 

③若い世代が興味を
持つイベントの問題 



地域課題×ごみ 



「空き家｣利活用 

宇部市HPより空き家バンク（二俣瀬の住宅） 



空き家のイメージ模型 



アイデア①「空き家」×「ごみステーション」 

①「空き家」でごみを管理する。 
②「ごみ」を分別しやすいように、例示し、ごみの捨て方がわかるように常設する。 
③捨てにきた人は、常設の例示をみながら、正しくごみを捨てる。 
  

アイデア②「常設ごみステーション」×「高齢者」 

①ごみの分別の指導をしていただく。 
②ごみの例示作りと展示などをしていただく。 
③再利用できるものの修理などの作業をしていただく。 
④「高齢者」が中心となってごみステーションを管理することで、地域での活躍、活動の場となる。 
⑤壊れたおもちゃの修理「おもちゃのお医者さん」として活動していただく。 



アイデア③「3Rの推進の場・イベント×「ごみステーション」 

①排出されたごみの利活用を高齢者を中心に、地域の人も巻き込み、再利用できる製品にしていく。 

（例）「ダンボール」ごみ→ダンボールコンポスト
の製作 

（例）「子育てグッズ」ごみ→リユース事業へ 

（宇部市HPより引用） 

（インターネットHPより引用） 

プラスチックごみ減量は宇部市の課題でもあります。 
プラスチックごみを減らすために、イベントなどでリサイクル品を製
作したり、マイエコバッグ作り教室など、アイデアをみんなで出し合
い、実践していく場にもしていきたい。 



②「リサイクル教室」の開催 

（例）廃油でつくる石鹸 

   ペットボトルの再利用小物作りなど 

 

③「イベント」の開催 

ペットボトル再利用アイデアコンテスト 

や、工作コンテスト、古着ファッション
ショー 

など、子どもたちを中心に、ごみを使った 

新しい「ものづくり」を意識させる。 

（インターネットHPより引用） 

ペットボトルの工作（ペンたて） 

TOKIWAファンタジア2018 香川高校のペットボトル作品 



間取り図を元にした「ごみステーション｣
の活用イメージ図 

リサイクルパソコンなど
電気製品機器の修理、

指導部屋 

ごみの捨て方案内、
ペットボトルなどのリサ
イクル工作教室の部屋 

おもちゃのお医者さん
コーナー 

交流CAFE 

地域の食材などの販売 

リサイクル木材加工所 

古着のリサイクル製作
場・古着販売 

古本譲渡コーナー 

不要DVDなど譲渡
コーナー 

リサイクル家具譲渡
コーナー 自転車修理 

自転車譲渡 
コーナー 



アイデア④「ごみ分別」×「AIスピーカー」 

宇部市がホームページで紹介している、ごみの分別の仕方を、いつでもどこでも
手軽に判断できるように、「AIスピーカー」の利用とアプリの開発。 

現在各家庭に普及し始めている「AIスピーカー」

にごみの分別を問いかけることで「分別の方法」や

「地域の回収日」などを音声案内してくれれば、便
利ではないだろうか。 

ごみを捨てようと手に持っていて、スマートフォンな
どは扱いにくいだろう。そこで、分別しながら、問い
かけることで、答えを「AIスピーカー」が答えてくれ
ることで、より、有効に分別作業が行える。 

共生社会ホストタウンである宇部市 
視覚障害者などの利用にも有効ではないだろうか。 



減量効果 
 常設のごみステーションを「空き家」の利活用、高齢者の活動の場として行うことで、ご

みを廃棄する人たちも、間違いのないごみの捨て方ができる。また、例示をみることで、子ど

もでも分別がしやすくなる。 

リサイクルなどとして再生したものや、再配布することで、ごみとして廃棄されたものが利活

用されていく。また、あらたなアイデアで活用することができることを提案でき、ごみの減
量につながる。 

 
取り組みやすさ 

 高齢者の居場所作りをキーとし、「ごみ」が人が集まる場所のきっかけになっていく。宇

部市民が意識をしていくことで、コミュニケーションの広がりだけでなく、ごみの減量にも

つながっていく。地域にある「空き家」を利活用することで、 

子どもの見守りなどの安心、安全な街づくりにも影響してくるはず。 

各地域の高齢者が中心となり、また、地域の方々の協力で、「ごみ」を新たな人集めの拠点と

し、若い世代、特に子どもたちへの意識付けをしていくことが大切。 



ご清聴ありがとうございました。 

自治会長さんも 
にっこり 

ごみも減量へ 


